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宮地重弘, 大石高生(統合脳システム), 高田昌彦(統合脳システム), 井上謙一(統合脳システム) 
霊長類の大脳新皮質外側前頭前野を含む神経回路の認知機能における役割を明らかにするため、神経路選択的活
動制御法を用い、頭頂葉―前頭前野投射および視床―前頭前野投射の実行機能における役割を検証した。 
